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取組『その１』 暑さ指数（ＷＢＧＴ）を把握しましょう

湿度の割合が高いのは「湿度が高いと身体から熱が
放出しにくいため」です

《環境省「熱中症予防情報サイト」の情報を引用》

【暑さ指数（WBGT）の把握方法】

《環境省「熱中症予防情報サイト」
で地域の状況を確認できます》

《WBGT指数計で自分の
職場を測定できます》

【暑さ指数（WBGT）の算出方法】

取組『その２』 暑熱順化を行いましょう

【暑熱順化とは？】 【暑熱順化対応例】

日常生活の中で無理のない範囲で汗をかくようにして暑さに慣れましょう⼈間は暑さに、多少ですが、慣れること
ができます。これを暑熱順化といいます。
暑熱順化により、早く汗が出るようになり、
体温の上昇を⾷い⽌められるようになりま
す。
暑くなる前に⾝体を熱中症対応モードに
して、暑さに強い⾝体を作りましょう。
入職したての⼈、長期休暇明けの⼈は
暑熱順化していない（リセットされてい
る）ため気を付けてください。

ここ数年死亡災害はないもの
の、休業４日以上の死傷災害
は増加傾向になっています。

２．熱中症予防対策の基本・ポイント
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サイト

取組『その５』 労働者に異常を認めたときは躊躇なく救急隊の要請を！

①異変を察知

②躊躇せず「119番」（救急隊を要請）

③救急車到着までの応急手当

大丈夫そうだから「ひとり」で休ませた

専門知識がないと熱中症か
判断できません！

ひとりにするのは「×」
必ず付き添い異変があれば救急隊を要請

取組『その３』健康状態の把握＆『その４』水分および塩分の摂取

以下のチェックで熱中症のリスクを把握！

毎日の健康状態に加え、
「持病」がある場合も脱水・塩分不足
になりやすいので把握・対応が必要

水分および塩分を摂取しましょう

水分・塩分補給も大切な仕事！

スポーツ飲料・経口補水液の塩分に注意
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